
後

三己

昨
年
の
学
会
総
会
に
機
同
紙
彼
刊
を
提
笑
し
、
幸
比
諸
彦
の
M
A
同
を
件
、
機
関

統
刊
行
川
市
備
委
員
会
を
椛
成
し
て
慌
設
審
議
、
幾
多
の
迂
余
山
折
を
経
て
、
殺
か

に
結
実
を
見
ろ
に
到
。
た
と
!
こ
は
感
慨
無
設
で
あ
る
。

政
後
、
物
心
阿
部
の
苦
境
に
沈
治
す
る
前
向
の
会
員

K
、
多
大
の
負
担
を
姿
訪

し
た
に
か
か
は
ら
字
、
部
期
以
上
の
玉
稿
を
得
た
が
、
や
む
を
得
ざ
る
制
約
の
下

に
、
か
か
る
成
来
に
移
っ
た
こ
と
は
、
得
界
の
念
転
と
深
さ
を
党
え
る
と
共
に
、

九己、
L
j
h
v
句、
ι
d人
ア

}

ト

主

」

ム

厄
一
語
丸
山
訟
に
日
比
，
え
た
し

と
の
冊
子
は
滋
く
、
内
終
に
つ
い
て
も
学
界
の
批
判
を
侠
つ
に
到
っ
た
が
、
と

も
あ
れ
、
こ
れ
は
本
学
会
生
存
の
象
徴
で
あ
り
、
全
会
員
合
作
の
成
作
別
で
あ
る
。

と
れ
を
質
長
と
も
に
一
見
比
側
伍
あ
る
も
の
に
育
成
す
る
と
と
は
、
治
一
徳
修
札
一
一
一
一
に
一
昨

腐
す
べ
き
会
合
員
の
責
務
で
あ
り
、
新
学
の
興
隆
を
促
巡
し
、
本
学
の
発
展
を
助

長
し
、
本
教
室
の
存
在
を
一
不
す
所
以
で
あ
っ
て
、
関
紫
す
る
所
向
に
五
大
で
あ
る
。

綴
く
ば
会
会
員
が
か
か
る
自
吋
山
を
通
念
と
せ
ら
れ
、
更
比
群
力
を
位
、
べ
衆
智
を
併

せ
て
、
本
学
会
の
健
在
を
誇
示
せ
ら
れ
る
や
う
川
仰
望
し
て
や
ま
た
い
っ

一
一
一
一
円
感
慨
と
希
笠
と
を
殺
し
て
筏
記
と
す
る
。
(
一
九
五
て
六
e

一
0
6小
、
沢
〉

。

這

百日

O
総
会
当
日
に
間
に
あ
う
様
努
力
し
た
の
で
す
が
、

印
mm
の
都
合
T
m
u
れ
ま
し
た
哀
を
、
深
く
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

O
本
nv
完
成
に
当
り
γ

ま
し
て
は
、
会
日
μ
各
校
よ
り
多

大
の
仰
援
助
を
出
、
き
ま
し
た
U

と
と
に
ほ
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

O
若
様
の
御
位
斗
を
御
祈
り
致
し
ま
す
。(
・
対
応
一
日
〉

。
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